
太田情報商科専門学校　シラバス

実務経験のある教員による授業

科目概要 簿記論の合格に必要な論点（各論）を見直し、過去問のレベルにあわせる。

税理士科目試験「簿記論」

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

　日商簿記検定１級の学習経験があるものに限る

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

到達目標

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。

科目名 担当者 田島　亮一

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅰ期

区分

税理士　簿記論・財務諸表論Ⅰ～Ⅲ　テキスト　他

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

専門

形態 演習

単位数

配当時間

3

72

科目コード 1KZ110103

対象年次 1年次

簿記論基礎

使用教材



太田情報商科専門学校　シラバス

授業計画

8

9

1

2

3

4

5

6

7

債権・債務

回 単元 内容 備考

帳簿の開始記入から締め切りまでの手続き

処理や金額の論理的推定

複合仕訳帳制のもと、特殊仕訳帳の記入

未着販売、積送品販売、試用品販売、受託販売

一般債権、貸倒懸念債権、破産債権

返品・値引き・割戻、分記法、総記法、三分法一般商品販売

特殊商品販売

簿記一巡の手続き

推定簿記

帳簿組織

貸倒引当金

人件費

有形固定資産・無形固定資産

株主資本

税金

社債

銀行勘定調整表、現金過不足、

裏書・割引

現金・預金

10

11

退職給付引当金

12

キャッシュ・フロー見積法

手形

減価償却費、リース、減損会計、資産除去債務

払込資本・留保利益の変動、自己株式

税効果会計

外貨取引等

13

14

16

15

外貨建有価証券、為替予約、独立処理、振当処理

買入償還（利息法）、定時償還条項付社債

売買目的有価証券、満期保有目的債券、その他有価証券、

保有目的区分の変更
有価証券



太田情報商科専門学校　シラバス

建設業会計、工事完成基準、工事進行基準

在外支店の財務諸表項目の換算

授業計画

株式交換、事業分離、会社分割、事業譲渡・譲受

20

21

22

23

24

研究開発費

新株予約権

繰延資産

会計上の変更・誤謬の訂正

製造業会計

工事契約

本支店会計

組織再編

17

18

19

回 単元

会計方針の変更、会計上の見積の変更

商的工業簿記、期末仕掛品の評価、減損

研究開発費、ソフトウェア

ストック・オプション、新株予約権付社債

内容 備考

繰延資産



太田情報商科専門学校　シラバス

実務経験のある教員による授業

科目概要

　「財務諸表論」の科目試験の半分のウェートを占める計算問題を中心とした授業を展開する。前半

は、個別計算問題集を中心に演習を行う。後半の授業では総合計算問題集を中心とした演習に切替え、

本試験問題に対応できる応用力を養う。

税理士科目試験「財務諸表論」

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

　日商簿記検定１級の学習経験があるものに限る

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

到達目標

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。

科目名 担当者 二重作　圭祐

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅰ期

区分

財務諸表論　個別計算問題集・総合計算問題集

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

専門

形態 演習

単位数

配当時間

3

72

科目コード 1KZ110203

対象年次 1年次

財務諸表論基礎

使用教材



太田情報商科専門学校　シラバス

授業計画

8

9

1

2

3

4

5

6

7

個別計算問題演習⑥

回 単元 内容 備考

資産会計①

資産会計②

負債会計①

純資産会計

税金の計算

負債会計②個別計算問題演習④

個別計算問題演習⑤

個別計算問題演習①

個別計算問題演習②

個別計算問題演習③

個別計算問題演習⑨

個別計算問題演習⑩

個別計算問題演習⑪

個別計算問題演習⑫

総合計算問題演習①

総合計算問題演習②

税効果会計

外貨建取引

個別計算問題演習⑦

10

11

製造業会計

12

分配可能額計算

個別計算問題演習⑧

財務諸表等規則①

財務諸表等規則②

基礎総合問題演習①

総合計算問題演習④

13

14

16

15

基礎総合問題演習④

基礎総合問題演習②

基礎総合問題演習③総合計算問題演習③



太田情報商科専門学校　シラバス

応用総合問題演習④

応用総合問題演習⑤

授業計画

応用総合問題演習⑥

20

21

22

23

24

総合計算問題演習⑤

総合計算問題演習⑥

総合計算問題演習⑦

総合計算問題演習⑧

総合計算問題演習⑨

総合計算問題演習⑩

総合計算問題演習⑪

総合計算問題演習⑫

17

18

19

回 単元

応用総合問題演習②

応用総合問題演習③

基礎総合問題演習⑤

基礎総合問題演習⑥

内容 備考

応用総合問題演習①



太田情報商科専門学校　シラバス

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

日商簿記１級の学習経験があるもの

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。

税理士科目試験「簿記論」到達目標

科目概要 税理士試験の各論の定着を図るため、個別問題を中心に、問題演習に取り組ませる。

科目コード令和６年度 単位数

配当時間

1

24Ⅰ期

区分

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

必修

形態

使用教材

科目名 担当者 田島　亮一

税理士　簿記論・財務諸表論Ⅰ～Ⅲ　問題集　他

税理士特論 Ⅰ

実務経験のある教員による授業

演習

1KZ110301

対象年次 1年次

開講年度

開講期



太田情報商科専門学校　シラバス

授業の進行に応じた問題を解く。

問題演習⑤

問題演習⑥

授業の進行に応じた問題を解く。

授業の進行に応じた問題を解く。

授業の進行に応じた問題を解く。問題演習④

問題演習②

問題演習③

授業の進行に応じた問題を解く。

8

1

2

3

4

5

6

7

授業計画

回 単元

問題演習①

内容 備考

授業の進行に応じた問題を解く。

授業の進行に応じた問題を解く。

授業の進行に応じた問題を解く。

問題演習⑦

問題演習⑧



太田情報商科専門学校　シラバス

使用教材

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅰ期

区分

財務諸表論　重要会計基準

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

必修

形態 講義

単位数

配当時間

2

48

科目コード 1KZ110402

対象年次 1年次

財務諸表規則 Ⅰ

科目名 担当者 二重作　圭祐

実務経験のある教員による授業

科目概要

　企業会計に必要な財務諸表規則の基礎を学ぶ。企業会計原則の一般原則・同注解・損益計算書・貸借

対照表原則をベースとした理論的な素養が身についているかの確認をする。また、個別の会計基準に基

づいた基本的な知識の習得も目的とする。

税理士科目試験「財務諸表論」

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

　日商簿記検定１級の学習経験があるものに限る

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

到達目標

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。



太田情報商科専門学校　シラバス

繰延税金資産と繰延税金負債

両建処理と引当金処理・開示について

税効果会計の目的と会計処理

研究開発費に係る会計処理と財務諸表の注記

退職給付制度の会計処理・基本的な考え方

確定給付と確定拠出の会計処理および開示

減損の兆候・認識・測定とグルーピング

減損処理後の会計処理・財務諸表への開示

10

11

通常の販売目的とトレーディング目的の評価基準

12

棚卸資産の評価方法と会計処理
棚卸資産の評価に関する会計基準

①

棚卸資産の評価に関する会計基準

②

研究開発費等に係る会計基準

退職給付に関する会計基準①

退職給付に関する会計基準②

資産除去債務に関する会計基準

授業計画

8

9

税効果会計に係る会計基準②

13

14

16

15 税効果会計に係る会計基準①

貸倒見積高の算定方法・ヘッジ会計

ファイナンス・リース取引の分類と会計処理

金融資産・負債の基礎知識・基本的な考え方
金融商品に関する会計基準

①

金融商品に関する会計基準

②

企業会計原則①

企業会計原則②

企業会計原則③

回 単元 内容 備考

一般原則の確認・重要性の原則

損益計算書原則

1

2

3

4

5

6

7

リース取引に関する会計基準

貸借対照表原則

固定資産の減損に係る会計基準①

固定資産の減損に係る会計基準②



太田情報商科専門学校　シラバス

　履歴書などの応募書類の準備を整え、実際の会社訪問や採用試験における実践的な対策を行ってい

く。特に採用試験では面接が重要視されているため、「人前で自分の言葉で話ができる」「自身の特徴

を捉え的確にアピールすることができる」という点を重要課題として進めて行く。校内で行われる「春

季合同企業説明会」を有効活用するための準備も行う。

・人前で、自分の言葉で話ができる

・自身の特徴を捉え、的確にアピールすることができる

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

就職研究Ⅰ、Ⅱを履修していること。

各自志望する業種・職種について、具体的に企業が絞れている場合はその企業について、しっかりと研

究を進めておくこと。

評価方法 自宅学習を含めた毎授業への取組む姿勢

課題に対する

フィードバック

到達目標

就職研究 Ⅲ

使用教材

科目名 担当者

濵島・武藤・石橋・平ノ上・竹内・

荒井・鈴木・末本・横塚・西村・中庭・

柏瀬・大熊・一ノ瀬・尾内・松本・大橋

特になし

実務経験のある教員による授業

科目概要

対象年次 1年次

放課後などを利用し、個別に応募書類作成支援や面接練習などを実施する

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

選択

形態 演習

単位数開講年度

開講期

令和６年度

Ⅰ期

区分

配当時間

1

24

科目コード 1KZ110501



太田情報商科専門学校　シラバス

就職試験対策４

8

1

2

3

4

5

6

7

就職試験対策１

授業計画

内容 備考回 単元

応募書類、採用試験についての対策を行う

（SPI、一般常識、作文、面接練習など）

就職関連行事、就職活動・キャリアセンターの利用法

自己分析、業界研究、履歴書の仕上げを行う

エントリー対策

校内合企説用自己PRシートの作成を行う

就職活動の概要

エントリー対策

校内合企説の概要、参加企業についての説明

参加企業のピックアップ、自己PRシートの作成を行う

応募書類、採用試験についての対策を行う

（SPI、一般常識、作文、面接練習など）

就職試験対策５

就職試験対策５

合説参加企業から個別説明会参加企業をピックアップし、

その企業について企業研究を行う

応募書類、採用試験についての対策を行う

（SPI、一般常識、作文、面接練習など）

校内合企説の動き方、合説後の活動の流れについて説明

し、応募書類の確認を行う
就職試験対策２

就職試験対策３



太田情報商科専門学校　シラバス

使用教材

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅱ期

区分

簿記論　総合計算問題集・過去問題集

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

専門

形態 演習

単位数

配当時間

3

72

科目コード 1KZ120103

対象年次 1年次

簿記論応用

実務経験のある教員による授業

科目名 担当者 田島　亮一

科目概要 直前対策期として、演習問題を数多く解かせる。

税理士科目試験「簿記論」

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

簿記論基礎

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

到達目標

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。



太田情報商科専門学校　シラバス

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。

10

11

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。

12

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。

演習問題と解説

演習問題と解説

演習問題と解説

演習問題と解説

演習問題と解説

演習問題と解説

演習問題と解説

演習問題と解説

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。演習問題と解説

演習問題と解説

演習問題と解説

演習問題と解説

演習問題と解説

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。

授業計画

回 単元 内容 備考

8

9

1

2

3

4

5

6

7

演習問題と解説

各自演習問題を解き、解法の解説を行う。

演習問題と解説

13

14

16

15 演習問題と解説



太田情報商科専門学校　シラバス

回 単元

演習問題と解説

演習問題と解説

演習問題と解説

演習問題と解説

演習問題と解説

内容 備考

演習問題と解説

演習問題と解説

演習問題と解説

17

18

19

各自に演習問題を解かせ、解法の解説を行う。

各自に演習問題を解かせ、解法の解説を行う。

各自に演習問題を解かせ、解法の解説を行う。

各自に演習問題を解かせ、解法の解説を行う。

各自に演習問題を解かせ、解法の解説を行う。

各自に演習問題を解かせ、解法の解説を行う。

20

21

22

23

24

各自に演習問題を解かせ、解法の解説を行う。

各自に演習問題を解かせ、解法の解説を行う。

授業計画



太田情報商科専門学校　シラバス

科目概要

　「財務諸表論」の科目試験の半分のウェートを占める計算問題を中心とした授業を展開する。総合計

算問題演習を中心に授業を展開する。後半の授業では、過去問題集を中心とした計算問題演習を実践し

ていく。

税理士科目試験「財務諸表論」

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

財務諸表論基礎

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

到達目標

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅱ期

区分

財務諸表論　総合計算問題集・過去問題集

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

専門

形態 演習

単位数

配当時間

3

72

科目コード 1KZ120203

対象年次 1年次

財務諸表論応用

実務経験のある教員による授業

科目名 担当者 二重作　圭祐

使用教材



太田情報商科専門学校　シラバス

8

9

1

2

3

4

5

6

7

財務諸表の注記について①

応用問題の解答と解説　取捨選択について③

過去問題演習⑧

13

14

16

15 過去問題演習⑦

授業計画

回 単元 内容 備考

応用問題の解答と解説　取捨選択について⑤

財務諸表作成上のルール①

応用問題の解答と解説　取捨選択について④総合計算問題演習④

総合計算問題演習⑤

総合計算問題演習①

総合計算問題演習②

総合計算問題演習③

応用問題の解答と解説　取捨選択について①

応用問題の解答と解説　取捨選択について②

財務諸表の注記について②

財務諸表の注記について③

過去問題演習①

過去問題演習②

過去問題演習③

過去問題演習④

過去問題演習⑤

過去問題演習⑥

10

11

計算総合問題演習②

12

計算総合問題演習①

計算総合問題演習⑧

計算総合問題演習⑥

計算総合問題演習⑦

計算総合問題演習③

計算総合問題演習④

計算総合問題演習⑤

財務諸表作成上のルール②

財務諸表作成上のルール③



太田情報商科専門学校　シラバス

計算総合問題演習⑮

授業計画

過去問題演習⑭

過去問題演習⑮

過去問題演習⑯

17

18

19

計算総合問題演習⑫

計算総合問題演習⑬

計算総合問題演習⑨

計算総合問題演習⑩

計算総合問題演習⑪

計算総合問題演習⑯

20

21

22

23

24

計算総合問題演習⑭

回 単元

過去問題演習⑨

過去問題演習⑩

過去問題演習⑪

過去問題演習⑫

過去問題演習⑬

内容 備考



太田情報商科専門学校　シラバス

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

簿記論基礎・応用・財務諸表論基礎・応用

必修

形態 演習

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅱ期

区分

配当時間

1

24

科目コード 1KZ120301

対象年次 1年次

単位数

科目概要
　「簿記論」「財務諸表論」の本試験レベルの各出版社の予想問題演習を実践し、実践力を養う。個別

問題・総合問題の時間配分も意識させながら、授業を展開していく。

税理士科目試験「簿記論」・「財務諸表論」

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

到達目標

使用教材

科目名 担当者 田島　亮一

簿記論・財務諸表論　過去問題集

税理士特論 Ⅱ

実務経験のある教員による授業



太田情報商科専門学校　シラバス

問題演習④

問題演習⑤

8

1

2

3

4

5

6

7

問題演習⑧

問題演習②

問題演習③

過去問題演習⑦

回 単元 内容 備考

過去問題演習①

授業計画

問題演習①

過去問題演習⑧

問題演習⑦

過去問題演習⑥問題演習⑥

過去問題演習④

過去問題演習⑤

過去問題演習②

過去問題演習③



太田情報商科専門学校　シラバス

使用教材

科目名 担当者 二重作　圭祐

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅱ期

区分

財務諸表論　重要会計基準

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

専門

形態 講義

単位数

配当時間

2

48

科目コード 1KZ120402

対象年次 1年次

財務諸表規則 Ⅱ

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。

実務経験のある教員による授業

科目概要

　企業会計に必要な財務諸表規則の基礎を学ぶ。企業会計原則の一般原則・同注解・損益計算書・貸借

対照表原則をベースとした理論的な素養が身についているかの確認をする。また、個別の会計基準に基

づいた基本的な知識の習得も目的とする。

税理士科目試験「財務諸表論」

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

財務諸表規則 Ⅰ

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

到達目標



太田情報商科専門学校　シラバス

包括利益とは・包括利益の表示

用語の定義・誤謬とは・変更の取り扱い

10

11

問題演習「金融商品に関する会計基準」②

12

問題演習「金融商品に関する会計基準」①

包括利益の表示に関する

会計基準

会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準

問題演習「リース取引に関する会計基準」

問題演習「減損に関する会計基準」①

自己株式の取得・処分・消却・準備金について

権利確定日前と権利確定日後の会計処理

純資産の部の表示・株主資本の区分

理論問題演習①

理論問題演習②

理論問題演習③

理論問題演習④

理論問題演習⑤

理論問題演習⑥

理論問題演習⑧

13

14

16

15 理論問題演習⑦

問題演習「減損に関する会計基準」②

問題演習「棚卸資産に関する会計基準」③

問題演習「棚卸資産に関する会計基準」①

問題演習「棚卸資産に関する会計基準」②

純資産の部の表示に関する会計基

準

自己株式及び準備金の減少等に関

する会計基準

工事契約に関する会計基準

企業結合に関する会計基準

事業分離等に関する会計基準

単元 内容 備考

工事進行基準・工事完成基準・収益の認識

企業結合の基礎知識・取得の会計処理

分離元企業の会計処理・受取対価の種類

授業計画

8

9

1

2

3

4

5

6

7

ストックオプション等に

関する会計基準

回
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履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

財務諸表論基礎・財務諸表規則Ⅰ

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。

税理士科目試験「財務諸表論」到達目標

科目概要 　税理士科目試験「財務諸表論」の計算問題を中心とした演習を行う。

科目コード令和６年度 単位数

配当時間

1

24Ⅱ期

区分

使用教材

科目名 担当者 二重作　圭祐

財務諸表論　計算問題集

税理士演習 Ⅰ

実務経験のある教員による授業

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

選択

形態 演習

1KZ120501

対象年次 1年次

開講年度

開講期



太田情報商科専門学校　シラバス

総合計算問題演習・解説③

計算総合演習⑤

計算総合演習⑥

総合計算問題演習・解説・注記について①

総合計算問題演習・解説・注記について②

総合計算問題演習・解説④計算総合演習④

計算総合演習②

計算総合演習③

総合計算問題演習・解説②

8

1

2

3

4

5

6

7

授業計画

回 単元

計算総合演習①

内容 備考

総合計算問題演習・解説①

総合計算問題演習・解説・注記について③

総合計算問題演習・解説・注記について④

計算総合演習⑦

計算総合演習⑧
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実務経験のある教員による授業

科目概要
　「簿記論」の本試験レベルの各出版社の予想問題演習を実践し、実践力を養う。個別問題・総合問題

の時間配分も意識させながら、授業を展開していく。

税理士科目試験「簿記論」

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

簿記論基礎・応用

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

到達目標

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。

科目名 担当者 田島　亮一

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅲ期

区分

簿記論　直前予想問題集

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

専門

形態 演習

単位数

配当時間

3

72

科目コード 1KZ130103

対象年次 1年次

簿記論演習

使用教材
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授業計画

8

9

1

2

3

4

5

6

7

予想問題演習⑥

回 単元 内容 備考

予想問題①

予想問題②

予想問題③

予想問題⑤

予想問題⑥

予想問題④予想問題演習④

予想問題演習⑤

予想問題演習①

予想問題演習②

予想問題演習③

予想問題演習⑨

予想問題演習⑩

予想問題演習⑪

予想問題演習⑫

予想問題演習⑬

予想問題演習⑭

予想問題⑦

予想問題⑧

予想問題演習⑦

10

11

予想問題②　２回転目

12

予想問題①　２回転目

予想問題演習⑧

予想問題③　２回転目

予想問題④　２回転目

予想問題⑤　２回転目

予想問題演習⑯

13

14

16

15

予想問題⑧　２回転目

予想問題⑥　２回転目

予想問題⑦　２回転目予想問題演習⑮
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予想問題⑥　３回転目

予想問題⑦　３回転目

授業計画

予想問題⑧　３回転目

20

21

22

23

24

予想問題演習⑰

予想問題演習⑱

予想問題演習⑲

予想問題演習⑳

予想問題演習㉑

予想問題演習㉒

予想問題演習㉓

予想問題演習㉔

17

18

19

回 単元

予想問題④　３回転目

予想問題⑤　３回転目

予想問題①　３回転目

予想問題②　３回転目

内容 備考

予想問題③　３回転目



太田情報商科専門学校　シラバス

実務経験のある教員による授業

科目概要
　「財務諸表論」の本試験レベルの各出版社の予想問題演習を実践し、実践力を養う。理論問題・計算

問題の時間配分も意識させながら、授業を展開していく。

税理士科目試験「財務諸表論」

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

財務諸表論基礎・応用

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

到達目標

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。

科目名 担当者 二重作　圭祐

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅲ期

区分

財務諸表論　直前予想問題集

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

専門

形態 演習

単位数

配当時間

3

72

科目コード 1KZ130203

対象年次 1年次

財務諸表論演習

使用教材



太田情報商科専門学校　シラバス

授業計画

8

9

1

2

3

4

5

6

7

予想問題演習⑥

回 単元 内容 備考

予想問題①

予想問題②

予想問題③

予想問題⑤

予想問題⑥

予想問題④予想問題演習④

予想問題演習⑤

予想問題演習①

予想問題演習②

予想問題演習③

予想問題演習⑨

予想問題演習⑩

予想問題演習⑪

予想問題演習⑫

予想問題演習⑬

予想問題演習⑭

予想問題⑦

予想問題⑧

予想問題演習⑦

10

11

予想問題②　２回転目

12

予想問題①　２回転目

予想問題演習⑧

予想問題③　２回転目

予想問題④　２回転目

予想問題⑤　２回転目

予想問題演習⑯

13

14

16

15

予想問題⑧　２回転目

予想問題⑥　２回転目

予想問題⑦　２回転目予想問題演習⑮



太田情報商科専門学校　シラバス

予想問題⑥　３回転目

予想問題⑦　３回転目

授業計画

予想問題⑧　３回転目

20

21

22

23

24

予想問題演習⑰

予想問題演習⑱

予想問題演習⑲

予想問題演習⑳

予想問題演習㉑

予想問題演習㉒

予想問題演習㉓

予想問題演習㉔

17

18

19

回 単元

予想問題④　３回転目

予想問題⑤　３回転目

予想問題①　３回転目

予想問題②　３回転目

内容 備考

予想問題③　３回転目



太田情報商科専門学校　シラバス

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

簿記論基礎・応用・財務諸表論基礎・応用

必修

形態 演習

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅲ期

区分

配当時間

1

24

科目コード 1KZ130301

対象年次 1年次

単位数

科目概要
　「簿記論」「財務諸表論」の本試験レベルの各出版社の予想問題演習を実践し、実践力を養う。個別

問題・総合問題の時間配分も意識させながら、授業を展開していく。

税理士科目試験「簿記論」・「財務諸表論」

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

到達目標

使用教材

科目名 担当者 田島　亮一

簿記論・財務諸表論　過去問題集

税理士特論 Ⅲ

実務経験のある教員による授業



太田情報商科専門学校　シラバス

過去問題演習④

過去問題演習⑤

8

1

2

3

4

5

6

7

過去問題演習⑧

過去問題演習②

過去問題演習③

予想問題⑦

回 単元 内容 備考

予想問題①

授業計画

過去問題演習①

予想問題⑧

過去問題演習⑦

予想問題⑥過去問題演習⑥

予想問題④

予想問題⑤

予想問題②

予想問題③



太田情報商科専門学校　シラバス

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。

実務経験のある教員による授業

科目概要

　企業会計に必要な財務諸表規則の基礎を学ぶ。企業会計原則の一般原則・同注解・損益計算書・貸借

対照表原則をベースとした理論的な素養が身についているかの確認をする。また、個別の会計基準に基

づいた基本的な知識の習得も目的とする。また、基礎・応用理論問題集をベースとした個別会計基準は

もちろんのこと、会計基準同士のつながりも含めた授業を展開していく。

税理士科目試験「財務諸表論」

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

財務諸表規則 Ⅱ

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

到達目標

1年次

財務諸表規則 Ⅲ

使用教材

科目名 担当者 二重作　圭祐

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅲ期

区分

財務諸表論　重要会計基準　基礎・応用理論問題集

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

専門

形態 講義

単位数

配当時間

2

48

科目コード 1KZ130402

対象年次



太田情報商科専門学校　シラバス

授業計画

8

9

1

2

3

4

5

6

7

理論問題演習①

回

理論問題演習①

理論問題演習①

理論問題演習①

理論問題演習①

理論問題演習①

単元 内容 備考

「研究開発費等に関する会計基準」

「退職給付に関する会計基準」①

「退職給付に関する会計基準」②

理論問題演習①

理論問題演習①

理論問題演習①

理論問題演習①

理論問題演習①

理論問題演習①

理論問題演習①

13

14

16

15 理論問題演習①

「事業分離に関する会計基準」

「誤謬の訂正に関する会計基準」

「ストックオプション等に関する会計基準」

「包括利益の表示に関する会計基準」

「税効果会計に関する会計基準」②

「税効果会計に関する会計基準」③

10

11

「工事契約に関する会計基準」②

12

「工事契約に関する会計基準」①

理論問題演習①

理論問題演習①

「工事契約に関する会計基準」③

「企業結合に関する会計基準」

「資産除去債務に関する会計基準」②

「税効果会計に関する会計基準」①

「資産除去債務に関する会計基準」①



太田情報商科専門学校　シラバス

科目概要 　税理士科目試験「財務諸表論」の計算問題を中心とした演習を行う。

税理士科目試験「財務諸表論」

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

税理士演習Ⅰ

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

到達目標

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅲ期

区分 1

24

科目コード 1KZ130501

対象年次 1年次

選択

形態 演習

単位数

配当時間

財務諸表論　計算問題集

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

税理士演習 Ⅱ

二重作　圭祐

実務経験のある教員による授業

使用教材

科目名 担当者



太田情報商科専門学校　シラバス

授業計画

8

1

2

3

4

5

6

7

計算総合演習⑥

回 単元 内容 備考

総合計算問題演習・解説①

総合計算問題演習・解説②

総合計算問題演習・解説③

総合計算問題演習・解説・注記について①

総合計算問題演習・解説・注記について②

総合計算問題演習・解説④計算総合演習④

計算総合演習⑤

計算総合演習①

計算総合演習②

計算総合演習③

総合計算問題演習・解説・注記について③

総合計算問題演習・解説・注記について④

計算総合演習⑦

計算総合演習⑧



太田情報商科専門学校　シラバス

使用教材

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅳ期

区分

財務諸表論　理論問題集（基礎編・応用編）

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

専門

形態 講義

単位数

配当時間

2

48

科目コード 1KZ140102

対象年次 1年次

税理士試験対策  理論 Ⅰ （春）

科目名 担当者 二重作　圭祐

実務経験のある教員による授業

科目概要
　「財務諸表論」理論対策の授業を展開していく。基礎固めに始まり、最終的には応用問題に対応でき

る実践力を養うことを目的とする。

税理士科目試験「財務諸表論」

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

日商簿記１級の学習経験があるもの

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

到達目標

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。



太田情報商科専門学校　シラバス

純資産会計総論

企業結合・事業分離に関する会計基準

成果の確実性とは・工事進行・完成基準とは

リース会計総論

減損会計総論

棚卸資産に関する会計基準

負債会計総論・引当金

収益費用アプローチ・資産負債アプローチ

10

11

金融商品に関する会計基準

12

概念フレームワーク財務諸表の全体構造Ⅲ

金融商品会計

リース会計

減損会計

棚卸資産会計

企業結合・事業分離会計

授業計画

8

9

純資産会計

13

14

16

15 工事契約会計

資産会計総論・棚卸資産・繰延資産

有形固定資産・無形固定資産

損益会計総論・収益・費用の認識損益会計

資産会計①

財務諸表の全体構造Ⅰ

企業会計原則①

企業会計原則②

回 単元 内容 備考

財務会計・静態論・動態論

一般原則・重要性の原則①

1

2

3

4

5

6

7

資産会計②

一般原則・重要性の原則②

負債会計

財務諸表の全体構造Ⅱ



太田情報商科専門学校　シラバス

使用教材

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅳ期

区分

財務諸表論　理論問題集（基礎編・応用編）

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

専門

形態 講義

単位数

配当時間

2

48

科目コード 1KZ140202

対象年次 1年次

税理士試験対策  理論 Ⅱ （夏）

科目名 担当者 二重作　圭祐

実務経験のある教員による授業

科目概要
　「財務諸表論」理論対策の授業を展開していく。基礎固めに始まり、最終的には応用問題に対応でき

る実践力を養うことを目的とする。

税理士科目試験「財務諸表論」

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

日商簿記１級の学習経験があるもの

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

到達目標

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。
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資産負債アプローチと各会計基準②

収益費用アプローチと各会計基準②

資産負債アプローチと各会計基準①

概念フレームワークと各会計基準①

概念フレームワークと各会計基準②

収益費用アプローチと各会計基準①

包括利益とは・組替調整（リサイクリング）

現金同等物・活動区分の分類

10

11

過去の誤謬・見積もりの変更・会計上の変更

12

連結財務諸表と四半期財務諸表連結財務諸表

会計上の変更等

概念フレームワーク①

概念フレームワーク②

収益費用アプローチ①

収益費用アプローチ②

授業計画

8

9

資産負債アプローチ②

13

14

16

15 資産負債アプローチ①

繰延税金資産の回収可能性

ストックオプションとは・見積もりの変更

将来減算一時差異・将来加算一時差異税効果会計①

税効果会計②

研究開発費等会計

退職給付会計

資産除去債務

回 単元 内容 備考

研究開発費・ソフトウェア会計とは

確定拠出型と確定給付型・退職給付会計総論

1

2

3

4

5

6

7

ストックオプション会計

資産除去債務の処理・両建処理と引当金処理

包括利益計算書

キャッシュ・フロー計算書



太田情報商科専門学校　シラバス

使用教材

科目名 担当者 田島　亮一

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅳ期

区分

テーマにあわせ、教員が準備する

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

専門

形態 演習

単位数

配当時間

3

72

科目コード 1KZ140303

対象年次 1年次

実務特論

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

到達目標

　机上論と実務との明確な違いを理解させ、実社会に適応できるスキルを学ばせる。

実務経験のある教員による授業

科目概要 事務系の職に就いた場合の具体的な仕事を想定し、実務の経験をさせる。

　実務にスムーズに入れる社会的素養を養う。

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

履修要件なし



太田情報商科専門学校　シラバス

社員の事故、仕事・私用の区別

固定資産台帳、引当金、繰延資産

損益計算書、貸借対照表、株主資本等変動計算書決算と税務処理の仕方(3)

クレジットカード、電子マネー

精算表、棚卸計算表、見越・繰延

職場環境の整え方(1)

13

14

16

15

10

11

仕訳、伝票の記入、転記

12

住民税、賞与と退職金の支払、年末調整

給与計算と保険料・税金の支払(2)

現金出納帳、買掛帳、売掛帳、

社員の採用・退職の知識と手続(2)

社員の採用・退職の知識と手続(3)

給与計算と保険料・税金の支払(3)

日々の帳簿づけと仕訳のルール(1)

日々の帳簿づけと仕訳のルール(2)

日々の帳簿づけと仕訳のルール(3)

決算と税務処理の仕方(1)

決算と税務処理の仕方(2)

勤怠管理、給与計算、最低賃金

保険料額表、標準報酬月額、源泉所得税の計算

給与計算と保険料・税金の支払(1)

社員の保険・税務制度と手続(3)

回 単元 内容 備考

労働時間の基本ルール、三六協定届の記入

有給休暇の取り方、就業規則の作成と見直し

採用、雇用関係の締結、提出書類、休職、解雇、退職

扶養控除等(異動)申告書、労災保険

出産・育児・介護、休業制度と給付金制度

健康保険、厚生年金保険、健康保険被扶養者(異動届)社員の保険・税務制度と手続(1)

社員の保険・税務制度と手続(2)

社員の採用・退職の知識と手続(1)

授業計画

8

9

1

2

3

4

5

6

7



太田情報商科専門学校　シラバス

回 単元

クレーム対応、礼状・詫び状、

社外の慶事と弔辞、慶事記録簿、

書類管理、取引先情報・取引先名簿、情報漏洩

社内ハラスメント、災害対策、イベント・制度

内容 備考

ビジネス・メール、社外文書

小切手、約束手形、督促状

20

21

22

23

24

職場環境の整え方(2)

職場環境の整え方(3)

社外とのやり取り(1)

社外とのやり取り(2)

社外とのやり取り(3)

総務で必要になる法務知識(1)

総務で必要になる法務知識(2)

総務で必要になる法務知識(3)

17

18

19

株主総会と議事録

商号登記簿、不動産登記簿、

授業計画



太田情報商科専門学校　シラバス

　課題を提出することにより、学生個々の理解力を確認し、苦手分野の把握・

改善に努める。また、定期的に確認テストを実施し、学生の理解力を確認する。各学生ごとに苦手論点

を把握させ、本試験までの学習計画を立てる。

実務経験のある教員による授業

科目概要
　「簿記論」「財務諸表論」の総合計算問題に重点を置いた授業を展開していく。時間配分・取捨選択

等、解き方のアドバイスも随時していく。

税理士科目試験「簿記論」・「財務諸表論」

履修要件

（準備学習の具

体的

な内容）

日商簿記１級の学習経験があるもの

評価方法

　学期末に試験を実施。試験の粗点に提出物の加点を加味して総合評価。

８０点以上「優」７０～７９「良」６０～６９「可」６０未満「不可」の

４段階評価。

課題に対する

フィードバック

到達目標

1年次

税理士試験対策  計算 （夏）

使用教材

科目名 担当者 二重作　圭祐

開講年度

開講期

令和６年度

Ⅳ期

区分

簿記論・財務諸表論総合計算問題集

学科名

コース名
会計ビジネス税理士1年制

専門

形態 演習

単位数

配当時間

2

48

科目コード 1KZ140402

対象年次



太田情報商科専門学校　シラバス

授業計画

8

9

1

2

3

4

5

6

7

構造論点演習②

回

個別論点演習④

構造論点演習①

個別論点演習①

個別論点演習②

個別論点演習③

単元 内容 備考

頻出論点の解答・解説①

頻出論点の解答・解説②

頻出論点の解答・解説③

構造論点演習⑤

構造論点演習⑥

構造論点演習⑦

構造論点演習⑧

構造論点演習⑨

総合計算演習①

総合計算演習③

13

14

16

15 総合計算演習②

連結財務諸表

本試験レベルの総合問題　解答・解説③

本試験レベルの総合問題　解答・解説①

本試験レベルの総合問題　解答・解説②

本支店会計①

本支店会計②

10

11

特殊商品売買②

12

特殊商品売買①

構造論点演習③

構造論点演習④

本社工場会計

帳簿組織

商的工業簿記①

商的工業簿記②

頻出論点の解答・解説④
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